
第４部資料・教材等 

  モデル農家データブック 

第 1 回から第 6 回の CEFL モデル研修会を受講した全 155

農家のうち、特に積極的かつ効果的にモデル実践を試みてい

る農家 36 戸を対象に上級研修を行い、そのうえで「CEFL モ

デル実践農家」と認定した。 

この 36 実践農家のデータ（連絡先、各戸の菜園・養豚場情

報、得意分野、主な生産物）を 1 冊のデータブックにまとめ、

各実践農家、ＢＭ国立公園、フエ農林大学、フエ農業研究開

発センター、地元人民政府、JICA ベトナム事務所等に配布し、

当事者同士の情報交換や互助システムの構築、また、新たな

参入者への情報提供に資することを目指した。 

 

 

 

INTRODUCTION 

Bach Ma Charcoal Project is the Technical Cooperation Project for Improving Rural Living and Nature 

Conservation by Multipurpose Use of Charcoal and Wood Vinegar in the Bach Ma National Park, Vietnam. Bach 

Ma Charcoal Project was implemented by Tokyo University of Agriculture and Forestry (TUAT) with the 

cooperation of Bach Ma National Park in the Partnership Program supported by Japan International Cooperation 

Agency (JICA) 

The objective of the project: transfer the production technology of charcoal, wood vinegar, organic 

fertilizer Bokashi-Charcoal, etc. and its application in organic agriculture to contribute to improve the income of the 

people who are living in the buffer zone and thereby contribute in the nature conservation in the core zone of Bach 

Ma National Park. The project has trained hundreds of farmers in the buffer zone and supported the development of 

dozens of farmers to participate in the Charcoal-applied Environmentally–friendly Farming with Livestock model 

(CEFL model). Thereby the farmers will be able to continue to participate in the production and training, transfer 

and replication for other farmers who have the same concern. 

This book is the full information documents of 36 typical households of the project with the aim of 

forming a regional pioneer network, linking households to participate in the production of organic farming, 
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committing to protect the environment and protect the health of consumers. Through which, the farmer can learn, 

share each other's experiences, as well as help for those who care about the health of themselves, their family and 

the community can make a purchase from this farmers and encourage the movement of growing organic vegetables 

in developing regions. 

This book is also considered as the gift from the project to thank the farmers who stick with us during the 

past time. We hope that the typical farmers of the project will contribute to the development of organic agriculture 

and the introduction of this technique for the communities in the region. 

Sincere thanks and wishes to all of you, always have a good health! 

On behalf of Bach Ma Charcoal Project 

   Nguyễn Vũ Linh 

 

 

CEFL モデル実践農家(36 戸)・インストラクター(12 戸)・モデルファームのリスト 

 

◎インストラクター 
名前 住所 頁 

⇓ モデルファーム 
◎ 菜園 養豚 Cao Thanh Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 1 
◎ 菜園  Cao Xoan Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 2 
◎ 菜園  Trương Văn Nguyện Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 3 
◎ 菜園 養豚 Nguyễn Chữ Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 4 
◎ 菜園  Nguyễn An Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 5 
◎ 菜園  Nguyễn Kim Thanh Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 6 
◎ 菜園  Nguyễn Ben Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 7 
◎ 菜園  Lê Xuân Trường Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 8 
◎  養豚 Nguyễn Thám Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 9 
   Nguyễn Văn Lượng Khe Su, Lộc Trì, Phú Lộc 10 
   Võ Đình Quang Khu vực 3, Thị trấn Phú Lộc 11 
◎ 菜園  Phan Văn Lôi Khu vực 8, Thị trấn Phú Lộc 12 
 菜園  Nguyễn Minh Hậu Khu vực 8, Thị trấn Phú Lộc 13 
   Hồ Thị Lệ Khu vực 9, Thị trấn Phú Lộc 14 
  養豚 Lê Thị Hồng Hoa Khu vực 9, Thị trấn Phú Lộc 15 
  養豚 Nguyễn Thị Minh Tuyết Khu vực 9, Thị trấn Phú Lộc 16 
  養豚 Bùi Thị Thanh My Khu vực 9, Thị trấn Phú Lộc 17 
◎ 菜園  Lê Diệp Khu vực 9, Thị trấn Phú Lộc 18 
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◎ 菜園  Cái Tăng Hòa Mậu, Lộc Trì, Phú Lộc 19 
 菜園  Cái Đoàn Hòa Mậu, Lộc Trì, Phú Lộc 20 
 菜園  Cái Hổ Hòa Mậu, Lộc Trì, Phú Lộc 21 
  養豚 Lê Phú Luận Hòa Mậu, Lộc Trì, Phú Lộc 22 
 菜園  Lê Phú Dũng Hòa Mậu, Lộc Trì, Phú Lộc 23 
   Cái Thị Chanh Hòa Mậu, Lộc Trì, Phú Lộc 24 
  養豚 Trương Văn Thuận Trung Phước, Lộc Trì, Phú Lộc 25 
   Trần Trúc Trung Phước, Lộc Trì, Phú Lộc 26 
   Đặng Sơn Trung Phước, Lộc Trì, Phú Lộc 27 
  養豚 Nguyễn Đà Thôn 1 Hương Lộc, Nam Đông 28 
   Lại Quốc Khoa Thôn 2 Hương Lộc, Nam Đông 29 
   Lương Hùng Thôn 2 Hương Lộc, Nam Đông 30 
   Trần Đình Cho Thôn 2 Hương Lộc, Nam Đông 31 
   Trần Đình Thắng Thôn 2 Hương Lộc, Nam Đông 32 
   Nguyễn Thị Bồng Thôn 2 Hương Lộc, Nam Đông 33 
 菜園  Trần Nam Thôn 3 Hương Lộc, Nam Đông 34 
   Huỳnh Xuân Lợi Thôn 3 Hương Lộc, Nam Đông 35 
   Mai Thanh Tâm Thôn 3 Hương Lộc, Nam Đông 36 
12 16 9 合計戸数  36 
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 CEFLモデル研修会プログラムの雛型 

１日プログラム‐Ａ：CEFL モデル未経験者対象の場合 

 

順 時間 プログラム内容 担当 場所 

1 10 分 研修プログラム概要説明 プロジェクトスタッフ 公園集会所

or 

農家敷地 

2 20 バックマーチャコールプロジェクトの紹介 

（公園事業とプロジェクトの関わりについて等） 

公園幹部職員 

or プロジェクトスタッフ 

3 60 CEFLモデル研修：実演・実習【①～⑤】 

① もみ殻くん炭の作り方 ② 木酢液の抽出法 

インストラクター農家

プロジェクトスタッフ 

農家敷地 

4 30 小休憩/参加者交流 参加者全員 

5 60 
③ ボカシ炭の作り方：実演・実習 

農家インストラクター

プロジェクトスタッフ 

6 60 昼食/ 休憩/参加者交流 参加者全員 公園の食堂 

*7 (60) ★ 招聘講師による講義：【例】土壌改良について 招聘講師【農工大他】 公園集会所 

8  

45 

 

 

④ モデルファーム【養豚舎】の見学 

＊ 飼料に炭を混ぜる実演・実習（下痢抑制） 

＊ 飼料に木酢液を混ぜる実演・実習（食欲増進） 

＊ 炭による豚舎の臭い・ハエの削減（衛生管理） 

インストラクター農家 

and/or 

モデル実践農家 

モデル実践

農家養豚舎 

 

 

(45) ⑤「*7」がない時：モデルファーム【菜園】見学 

＊ モデル実践農家による実績紹介、意見交換等 

農家の菜園 

9 45 ⑥（炭を用いた）スプラウト栽培の実演・実習 インストラクター農家 農家敷地 

10 45 ⑦ 質疑応答 ⑧クイズ形式の「研修おさらい会」 参加者全員 

11 15 
総括・閉会の挨拶 

公園幹部職員/招聘専門

家/プロジェクト代表 

12 30 振り返りミーティング：プロジェクトスタッフとインストラクター農家 農家宅 
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１日プログラム‐Ｂ：CEFL モデル実践者対象の場合 

 

順 時間 プログラム内容 担 当 場 所 

1 10分 研修プログラムの概要説明 プロジェクトスタッフ 役場 or公園

の集会所 

 

 

2 20 公園 or 地区役場幹部による挨拶と当該地区の紹介 公園 or地区役場幹部 

3 20 バックマーチャコールプロジェクトの紹介 

【公園・地区開発事業とプロジェクトの関わり等】 

公園幹部職員  

or プロジェクトスタッフ 

4  

120 
＊モデルファーム【菜園・養豚舎】2～3か所の見学 

モデル実践農家による活動・実績紹介、意見交換 

モデル実践農家 

 

モデル実践

農家の 

菜園・豚舎 

5 60 
昼食/休憩/参加者交流 参加者全員 

近隣 or公園

の食堂 

6  招聘講師による講義・実習 

研修目的、招聘講師の専門分野により異なる内容 

農工大、フエ農林大、カ

ントー大学教員・専門家 

役場 or公園

の集会所 

 

集会所では

ＰＰＴを用

いた講義が

可能。 

 

天候・内容に

より、午前・

午後のプロ

グラム交換 

5 ① MC による講師と講義内容の紹介 プロジェクトスタッフ 

30 ② もみ殻勲炭を利用した豚の下痢予防、衛生管理 招聘講師Ａ 

30 ③ 有機農法：害虫防除の基礎知識と方法 招聘講師Ｂ 

30 ④ 小休憩：コーヒーブレイク＆参加者交流 参加者全員 

30 ⑤ ニームを用いた自然農薬の作り方：実演・実習 招聘講師Ｃ 

45 ⑥ 質疑応答（各講義の後に行う場合も有り） 参加者全員 

7 10 
総括・閉会の挨拶 

招聘講師代表 and/or 

現地プロジェクト代表 

8 30 
ミーティング：招聘講師と農家代表・プロジェクトスタッフの意見交換会 

プロジェクト

オフィス 
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  CEFLモデル研修用教科書 

本テキストブックは、「炭を用いた循環型有畜産複合農業モ

デル（CEFL モデル）」の分野別普及用/研修会用テキストを一

冊にまとめたもので「CEFL モデル概要」、「炭・もみ殻燻炭

作りと利用法」、「炭・木酢液を用いた養豚」、「ボカシ炭堆

肥」、「有機野菜栽培法（7 野菜）」の 5 分野で構成されてい

る。 
内容は、東京農工大、フエ農林大学、フエ農業研究開発セン

ターの各分野専門家たちによる共同実験・研究の成果を元に、

あくまでも現場のニーズに則したものとした。 

どんなに有効なモデルでも、中途半端な理解、独断、誤用など

より効果が半減するばかりでなくトラブルの原因にもなりか

ねないことを想定し、本モデルが今後も正しく実践・普及され

るよう、12 戸の「CEFL モデル技術インストラクター」を含む

36 戸の「CEFL モデル実践農家」に配布した。本テキストブッ

クは英語版とベトナム語版がある。 
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  親子で学ぶ教材絵本「Fight with Insect Pests」 

CEFL モデルは基本的には農薬に頼らない農業を目指し

ていますが、過渡期においては全く農薬を使わないわけに

はいきません。農薬を正しく効果的に使う方法を学ぶこと

は非常に重要です。 

ベトナムに限らず世界中で見られる農薬の誤った使用例

を元にして物語を考案しました。そして、子供も大人も一

緒に楽しく学べる絵本を作りました。この絵本を通して、

正しい知識を得て頂きたいと思います。 

現地ではベトナム語で作成して配布しましたが、掲載の

絵本はベトナム語を英訳したものです。 

仲井まどか 
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第５部 活動のまとめ 

 プロジェクトに参加して  

ケースー集落長：Nguyen Tham 

2008 年 7 月から 2013 年 3 月までバックマー・チャコールプロジェクトに携わったケースー集落住民・

農家を代表し、プロジェクト関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 
私たちは、本プロジェクトによる研修会や様々な活動に参加することで、多くのことを学ばせていた

だきました。代表的なものに、有機肥料のボカシ炭の作り方、ショウガ・ニンニク・トウガラシ・ニー

ムの種から自然農薬を作り有機野菜を栽培する方法、化学肥料や化学農薬を使わない農法などがあげら

れます。また、ベトナム国内（ダラット、ハノイ、マイチャウ）や海外（カンボジア）への先進地研修

では、大変有意義な勉強や素晴らしい体験をさせていただきました。 
現在、プロジェクトの指導による CEFL モデル実践農家はケースー集落だけでも 10 軒を数え、有機野

菜の収量は家庭用の需要量を超え、地元のカウハイ市場をはじめフエ市内、ダナン市内でも販売できる

ようになりました。また、フーロック地区の他の村落やナムドン地区にまでこのモデルが普及され、多

くの農産物生産者や消費者に有機野菜の価値を教え、環境に優しい作物への意識を向上させました。 
これらは全てプロジェクトの活動により成し遂げられたことです。今後、この成果を維持するだけで

はなく、常に改良を加え、「健康に良い」と消費者から高い評価が得られるような高品質の作物を栽培

するよう、努力していきたいと思います。また、近隣地域への普及にも力を注ぎ、プロジェクトの成果

を維持・発展させていきたいと考えております。 
5 年間にわたりプロジェクトを運営くださったバックマー国立公園、東京農工大学、JICA の皆々様、

また常に真摯にご支援・ご指導くださったスタッフの皆さまに、改めて、心より御礼申し上げます。 
 
 

ＣＥＦＬ実践農家・インストラクター代表：Cao Thanh 

バックマー・チャコールプロジェクト関係者の皆さまには、たくさんのご支援をいただき、心から感

謝申し上げます。私たちは、プロジェクトを通じて日本の技術を利用した家畜飼養（養豚）、炭入り有

機肥料「ボカシ・タン」や自然農薬を使った栽培や害虫防除など、有機農業に役立つ様々な有益な技術

を学ぶことができました。 
また、内容豊富な先進地視察研修に参加する機会をいただき、特に、ベトナム国内のみならず海外か

らのツーリストも見据えた「有機農業とエコツーリズム」の先進地視察研修では、有機野菜の栽培をエ

コツーリズムとして効率的にとらえることで持続可能な発展ができることを学ぶことができました。 
私たちケースー集落の CEFL モデル実践者は、このモデルのインストラクターとしてフーロック地区

の他の村落やナムドン地区への普及活動のお手伝いもさせていただきました。4 年以上続けてきた今、私

たちの活動がバックマー国立公園緩衝地帯の住民や農家に大きな影響を与えてきたことに気づき、あら

ためて、プロジェクト関係者の全ての方々に心からの御礼を申し上げる次第です。 
私たちはプロジェクトから学んだ技術を継続し、有機農業の発展と美しい自然環境の保全のため、最

善を尽くすことをお約束します。 
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 活動成果と今後の課題 

プロジェクトマネージャー：及川洋征 

事業終了までの活動成果は、これまで述べたとおりであるので、その後に確認された事業後の課題を

述べ、結びにかえたい。 
 

①  2013 年 5月 17 日、JICA地球ひろばにおいて業務完了報告会が開催され、本事業の成果に関して

JICA地球ひろばと同ベトナム事務所の担当者らから講評いただいた。大学が取り組んだ事業の特徴

として、実証データに基づいた普及手法を評価いただいた。一方で、今後の課題として、 

・ 資金を持たない農家が野菜栽培や家畜生産を始めるための支援 

・ 販売協力・地域ブランド化の方策 

の２点を指摘いただいた。モデル農家から周辺農家への波及、農家ネットワーク構築による生産販

売の増強とブランド化は、先行事業を総括した際も、メンバー間で確認した将来課題であった。今

後、生産技術に加えて経営・マーケティング分野での協力活動が必要と考える。 

②  2013 年 8月に、フエ農林大学 Dr. Huongの案内によりフエ市近郊の農家・団体を視察した。プロ

ジェクトスタッフの Mr. Hoangとはケースー集落を再訪した。プロジェクトの成果と今後の課題を

再確認した。 

フエ市近郊における有機米生産は、先行事業の波及効果として、フォローアップ事業実施期間中

も、Phu Thanh などいくつかの農協において続けられていた。最終ワークショップが行われた２月

に Dr. Huong と Thuy Duong, Thuy Thanh, Thuy Van, Quang Dien の４箇所のジャポニカ稲有機

栽培農家圃場、フエ市屠殺場のボカシ生産、Duc Son 孤児院の有機菜園を視察した。８月にはさら

に、カトリック修道院の附属農場、印刷会社の会長が経営する果樹園とアカシア・沈香植林地に囲

まれた養豚施設、フエ在住の文化人や資産家の集会施設に付随する有機菜園を見学した。フエ市近

郊の各所に、有機農業に関心をもつ人々の拠点が着実に形成されている。 

一方、ケースー集落のモデル農家は、乾季の高温と降雨不足のなか、野菜の生産は自給中心であ

り、販売は一部の農家に限られていた。炭入りボカシづくりとその施用が続いていることを確認し

たが、今回面会した４戸の農家からは、以下の課題を抱えていた。 

・炭入りボカシづくりには手間と時間（３週間以上）がかかるわりに、地元カウハイ市場では有機

野菜に高い値を付けられないので儲からない。オーガニックマーケットのような生産物をより高く

売れる販売先がほしい。 

・種子代・ボカシ材料代が負担で、かつ充分な利益が出せないので、労働者を雇えない。 

・結果として、販売用にまとまった量の野菜を生産できない。 

・手間のかかる炭入りボカシの代わりに乾燥豚糞を使って有機栽培を続けている。野菜よりも果樹・

芋類を中心に栽培している。 

炭を用いた農作物栽培・家畜飼育栽培と、農産物の地元での販売活動はある程度根付いてきたと

考えられる。ただし、付加価値をつけた販売には、ポストハーベスト・加工技術、輸送・流通ルー

ト、販売先の開拓等の課題が残されている。 

③  バックマー国立公園では、３年間の道路拡幅工事が完了し、広い駐車場を整備して、多くの観光

客がシャトルバスで山頂に上がれるようになった。国立公園での観光客の自然体験と、緩衝地帯農

村での有機農産物生産・農村体験による協業は、これから取り組んでいけるものと考える。 
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2014 年 2 月には、JICA 大学生国際協力フィールド・スタディ・プログラムが、公益社団法人日

本ユースリーダー協会により企画されている。日本人学部生 22 名が、バックマー国立公園およびケ

ースー集落周辺での農村・自然体験に参加するとのことである。 

国立公園とその周辺での自然・農村体験には、本プロジェクトが中心となって取り組んできた環

境保全型農業の研修プログラムや啓発啓蒙活動を活用できると考えられる。研修実施の調整業務は、

プロジェクト事務局からバックマー国立公園に引き継がれている。 

今後、教育・研究・社会貢献のさまざまな課題に取り組んでいくため、本学大学院農学研究院で

は、バックマー国立公園との学術交流協定の締結手続きを進めている。この枠組を活用して、本学

や姉妹校であるフエ大学の協力者とともに、地域貢献・活性化への参画を続けていく所存である。 
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